
給水装置の統合・分割 

  

これまで給水装置の統合・分割は認めていませんでしたが、今後は以下のとおり取り扱う

こととしました。 

 したがって加入金の取扱についても、統合・分割それぞれつぎのとおりです。 

 

１ 給水装置の統合 

   既設の２個以上の給水装置を、１個の給水装置に統合することをいいます。ただし、

統合は下記の条件によります。 

 

  （１）別紙「給水装置統合申請書」を提出すること。 

  （２）給水装置の所有者を異にする場合、統合できない（所有者変更届等により、同一

所有者となったときは統合可能）。 

  （３）効用上一体として利用されている土地の給水装置は、統合可能とする。ただし、

道路等により区分されている場合は、統合できない。 

  （４）既設給水装置の撤去（統合により必要なくなる給水取出管は、配水管と切り離し

撤去する）。 

  （５）水栓番号は、首位の番号とする（もっとも小さい番号）。 

（６） 加入金は、旧口径の加入金の合計額と新口径の加入金の差額とする。この場合、

加入金の残余分が発生した場合、還付しない。 

（７）既設の水栓番号を権利として残す場合についても、それぞれ改造申請が必要とな

る。 

 

 加入金の計算例 

 □ 既存の加入金 

    φ２０（１８７，０００）＋φ２０（１８７，０００）＝（３７４，０００） 

   改造後に必要とする加入金 

φ２５（３３０，０００） 

    差し引き後の加入金の余剰分 

    ３７４，０００－３３０，０００＝４４，０００円 

   余剰分の４４，０００円は還付しない。 

 

□ 既存の加入金 

    φ２０（１８７，０００）＋φ２０（１８７，０００）＝（３７４，０００） 

   改造後に必要とする加入金 

φ３０（５２８，０００） 

    差し引き後の加入金の不足分 

    ３７４，０００－５２８，０００＝－１５４，０００円 

   不足の加入金差額１５４，０００円を請求する。 



２ 給水装置の分割 

   既設の１個の給水装置を、２個以上の給水装置に分割することをいいます。ただし、

分割は下記の条件によります。 

 

（１）別紙「給水装置分割申請書」を提出すること。 

（２）効用上一体として利用されている土地の給水装置は分割可能とする。ただし、道

路等により区分されている場合は、分割できない。 

  （３）既設給水装置の撤去。給水装置の新設。 

  （４）水栓番号は、一個は変更前を使用。他は新規の水栓番号とする。 

  （５）加入金は旧口径の加入金と、新口径の加入金合計額の差額とする。この場合、加

入金の残余分が発生した場合、還付しない。 

  （６）分割後に加入金の残余分が発生している場合において、新規の水栓番号を設けて

権利として残すことはできない。 

 

 加入金の計算例 

 □ 既存の加入金 

    φ３０（５２８，０００） 

   改造後に必要とする加入金 

φ１３（７７，０００）×５個＝３８５，０００ 

    差し引き後の加入金の余剰分 

    ５２８，０００－３８５，０００＝１４３，０００円 

   余剰分の１４３，０００円は還付しない。 

□ 既存の加入金 

    φ３０（５２８，０００） 

   改造後に必要とする加入金 

φ１３（７７，０００）×７個＝５３９，０００ 

    差し引き後の加入金の不足分 

    ５２８，０００－５３９，０００＝－１１，０００円 

   不足の加入金差額１１，０００円を請求する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



統合 

給水装置   申請書 

 分割 

豊川市長        殿 

   年  月  日 

 申請者   氏名又は名称                        

（所有者）      〒 

住  所 

代表者氏名 

ＴＥＬ 

  豊川市水道加入金取扱細則第８項の規定の適用を受けたいので、次のとおり申請します。 

水 栓 番 号 変更前口径 変更後口径 所  有  者 申 請 原 因 

          

          

          

          

          

          

          

１ 統合の場合、変更前の加入金の合計金額と変更後の加入金の差額とする。ただし、 

残余分は還付しない。 

２ 分割の場合、変更前の加入金額と変更後の加入金の合計額の差額とする。ただし、 

残余分は還付しない。 

３ 統合・分割は、既設給水装置を撤去及び給水装置の新設が条件。 


